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ⅡⅡⅡⅡ 火 災火 災火 災火 災 のののの 概 要概 要概 要概 要１．火災の概要（１）出火件数と出火率平成２２年の出火件数は、４３５件で、前年に比べ１０件（２．２％）減少した。全都道府県中では、第３６位となっている。 また出火率（人口１万人当たりの出火件数）は３．１４件となっており、全国平均（３．９４件）に比べ０．８件下回っている。火災種別ごとの出火件数は、建物火災が２７５件（６３．２％）で最も多く、その火元用途は、住宅が１４９件で最も多くなっている。又、林野火災は９件で前年に比べ、１件増加した。一日当たりの出火件数は１．２件（前年１．２件）で、無火災の市町村は曽爾村、野迫川村、下北山村、上北山村の４村である。火 災 種 別 出 火 件 数 前 年 対 比区 分 単位 平成２２年 平成２１年 増 減 数 増 減 率建 物 火 災 件 ２７５ ２６１ １４ ５．３％林 野 火 災 件 ９ ８ １ １２．５％車 両 火 災 件 ４８ ６９ △２１ △３０．４％そ の 他 火 災 件 １０３ １０７ △４ △３．７％火災の傾向 （平成 13年＝ 100）
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（２）月別出火状況月別の出火件数は、１月が５３件（全体の１２．１％）で最も多く、次いで４月の５０件（１１．５％）、２月の４４件（１０．１％）となっており、最も少ない月は６月の１６件（３．７％）である。
（３）出火原因出火原因の大半は放火や火の不始末、不注意から発生している。平成２２年中の出火原因の第１位は「放火の疑い」による火災が４０件（９．２％）、第２位が「こんろ」によるもので ３７件（８．５％）、第３位は「たばこ」によるもので３３件（７．６％）となっている。

（４）焼損棟数と焼損面積平成２２年中の火災の建物焼損棟数は３４５棟で前年に比べ２１棟（５．７％）減少し、そのうち全焼は７７棟（前年１０２棟）で焼損棟数合計の２２．３％を占めている。建物焼損床面積は１１，７６３㎡で焼損表面積は１，５５４㎡であった。林野焼損面積は３６６ aで前年に比べ２９３ a 増加した。焼損棟数と焼損面積建 物 林 野建 物 焼損棟数 焼損面積 林 野 焼 損火 災 火 災件 数 合 計 全 焼 半 焼 部分焼 ぼ や 床面積 表面積 件 数 面 積平成２０年 ２８４ ３９８ １０９ ３２ １２４ １３３ １５，８６３ ２，１３１ １１ ７１平成２１年 ２６１ ３６６ １０２ ２７ １０６ １３１ １２，６３９ １，５０５ ８ ７３平成２２年 ２７５ ３４５ ７７ ２４ １００ １４４ １１，７６３ １，５５４ ９ ３６６
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放火の疑い こんろ たばこ 放火 ストーブ 火入れ 火あそび たき火 電灯電話等の配線
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（５）り災世帯とり災人員平成２２年中の火災でり災した世帯数は１８８世帯で前年に比べ２８世帯減少し、そのうち全損は３５世帯で全体の１８．６％を占めている。り災人員は５０２人で、前年に比べ２４人減少した。り災世帯とり災人員り 災 世 帯 数 １日平均り災人員合 計 全 損 半 損 小 損 り災人員平成２０年 ２１３ ４７ １８ １４８ ６１７ １．７平成２１年 ２１６ ６７ １４ １３５ ５２６ １．４平成２２年 １８８ ３５ １３ １４０ ５０２ １．４（６）死傷者数平成２２年の火災による死者は２２人で前年に比べ３人増加した。死者が生じたのは建物火災によるものが１５人、車両火災によるものが３人、その他火災によるものが４人であった。死に至った経過は放火自殺７人、その他７人となっている。負傷者は７３人で前年に比べ４人の増加となった。死傷者の数

死者の生じた火災と出火時刻

死 者 年 齢 別 負傷者
0～ 10 11～ 20 21～ 30 31～ 40 41～ 50 51～ 60 61～ 70 71～ 80 81～ 不明 計 男 女 不明２０年 ２ ２ ２ １ ４ ２ １３ １２ １ ８５２１年 １ １ ５ ２ １ ９ １９ １４ ５ ６９２２年 ２ ２ ５ ４ ４ ５ ２２ １２ １０ ７３

火災種別 出火時刻建物 林野 車両 その他 不 明計 ０～４ ４～８ ８～１２ １２～１６ １６～２０ ２０～２４火災 火災 火災 火災 調査中２０年 ８ ３ ２ １３ ２ ４ ２ ２ ３２１年 １３ ４ ２ １９ ６ １ ３ ３ ２ ３ １２２年 １５ ３ ４ ２２ ５ ４ ３ ２ ５ １ ２
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死に至った経過と死因

（７）損害額平成２２年中の火災による損害額は１１億４，７８３万円で、前年に比べ３億６１４万円減少した。うち建物火災は１１億２，７４４万円で全体の９８．２％を占めている。また火災一件当たりの損害額は２６４万円で１日当たりに換算すると３１４万円が毎日灰になっていることになる。

死に至った経過 死 因逃げ 出火後 着衣 放火 一酸化 打撲・その他 不明 計 火傷 自 殺 その他 不 明遅れ 再侵入 着火 自殺 炭素中毒 骨折等平成２０年 ３ ５ ５ １３ ３ ４ ５ １平成２１年 ７ ３ ７ １９ ５ １０ １ ３平成２２年 ７ ７ ８ ２２ ３ １０ ７ ２


